




キ ー ワー ド
促 音 ・非 促 音 ・知 覚 ・母語干 渉 ・誤 用
0.は じ め に
第二言語の習得における誤用0)原 因として先ずあげられるのは、学習者の母語の干渉
である。1.[標言語の音韻の知覚と生成においても、類似する母語の音をもって代用する傾
向があることはよく知られている(中 束1998、 戸田2001な ど)。韓国人日本語学習者は、
聞き取 りに際 して日本語の特殊音素である促音の知覚に特に多 くの誤用を示す。本研究で
は、その傾向と母語の影響について検討する・また、日本語学習の進展につれて、母話の
影響がどのように変化するかについても考察する。
1.先 行 研 究
閨 光準(1993)に よ る と、 促 音 の 知覚 に 閏 して、 日本 人 が 先 行 母 音 と後続 子 音 の 問 の休
止 期 間 の 長 短 に よ って 範lll等化 して い る の に対 して、 韓 国 人の 場 合 、 この 長短 を手 が か り と
して利 川 し範疇 化 す る こ とは 全 く して い な い。 さ ら に、 促 音 の 同 定 判 断 に は 日本 語 学 習歴
の 影響 が 表 れ はす るが 、 促音 の 聞 き取 り と発音 に関 す る特 別 な訓 練 を積 まな け れ ば 、学 轡
歴 が 長 くて も促 音 の判 断 能 力 は さほ ど向一ヒしな い、 と も述 べ てい る。
皆 川(1996)は 、有 促 音 語 よ り無 促音 語 の方 が 判 断 が 難 しい が 、 ア クセ ン ト型 に よ っ て
も異 な る こ と を見 出 して い る。 す な わ ち 、 ア クセ ン ト型 がLHで 後続 子 音 が/p/の 場 合 、
促 音 を非 促 音と判 断す る傾 向 が 強 く、 ア クセ ン ト型 がHLで 後続 子 音 が 〆k/ま た は/tノ の
場 合 、非 促 音 語 を促 音 語 と聞 き誤 る 傾 向が 見 られ る と報 告 して い る、
ア クセ ン ト型 と促 音 の 知 覚 に 閏す る 研 究 を 行 っ た 戸 田(1998a)は 、 先 行 母 音 の 長 さ を
70%と140%に 伸 縮 して 促 音 部 の 長 さ を変 え た音 刺激 を極 隈 法 で提 示 し、判 断 の 境 ヲA値を
調べ た。
結 果 は 、頭 高 型 の 「りか」 と 「りっか 」 にお い て は 、 先 行 母 音 の 長 さに よ る宥 意 差 が 見
られ たの に対 して 、 平 板 型 の 「か て」・「か って 」 と 「い そ 」・「い っ そ」 にお い て は 有 意 差
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が 見 られ な い と報 告 して い る、
こ れ まで 行 わ れ た 促音 の知 覚 に 閏 す る研 究 は 、主 に、 子 音 環 境[p,t,k]、 ア クセ ン ト環
境 、先 行母 音 と後続 子音 の 休止 時 間の 長 短 に よる 範瞬 化 な どを対 象 と し、 反 応 は生 成(発
音)、 また は 、知 覚 した もの を平 が な で 表 記 す る よ う求 め る もの で あ っ た。 そ こで 本 研 究
で は 、 読 み取 り と聞 き取 りにお け る 反応 と して 乎 が な 表記 の 他 に ハ ング ル に よる 表 記 を も
求 め る こ とで 、 母語 での 代 用 の 傾 向 を調 べ て母 語 の 影 響 を よ り明 らか に しよ う とす る 。
韓 国 語 の子 音 に は 、 平 音 ・激 音 ・濃 音LIの 別が あ り、韓 国 語 の ハ ング ル は こ と ば の 音
を(平 が な よ り も よ り精密 に)表 す 表 音 記 号 で あ る。 例 えば 、〆k/は 、 平 が な で は1種 類
の 表 記 と発 音 しか な いが 、 ハ ン グル で は3通 りの 発 音 と表 記(平 音 ・激 音 ・濃目音〉 が あ り
うる 。 日本 語 の 促音 は この うち の濃 音 に最 も近 似 して い る 。 そ れ ゆ え、 も し反 応 と して 平
音 また は激 音 で表 記 す れ ば 、 母語(韓 国語)の 影 響 が よ り強 く表 れ た もの とみ なす こ とが
で き よ う。
以 下 で述 べ る本 研 究 は、 まず 、韓 図 人 日本 語学 習 者(n〔m-nativespeaker、NNSと 略 記)
が 口本 語 の文 字 をみ て母 語 の どの音 で 認 識 して い る か 、 ハ ング ル表 記 させ て 調 べ る 。
次 に 、 日本語 の促 盲 語 と非 促 音 語 の 聞 き取 りで は 、 母語 の どの音 で代 用 して い る か を 見
る 。 す な わ ち、 促 音/Q/を 含 む単 語 群 を聞 か せ て ハ ン グ ル表 記 で 再 生 させ 、 母語 の どの
音 で再 生 して い るか を訓 べ る。 また、 日本 語(平 が な)で 表記 す る際 に は どの よ うな傾 向
が 見 られ る のか 、そ れ らは 日本 語 学 習 歴 に よって 異 な る か 、 を 調べ る こ とに す る。
反応 表 出 まで の 過 程 に どれ だ け母 語 が 関 与 す るか に よ っ て 、結 果 と して の 反 応 に お け る
母 語 の 影 響 の 度 合 い は異 な る と予 測 され る。 す な わ ち 、平 が なで 表記 され た 単 語(促 音
語 ・非 促音 語)を 見 て 発 音 を想 定(想 起 〉 し、 そ れ を ハ ング ル で表 記 す る場 合 と、 発音 を
聞 い て そ の ま まハ ン グ ル表 記 す る場 合 とで は 、前 者 の方 が 母 語 の 関与 が よ り多 い と思 わ れ
る 。 とす れ ば 、母 語 の影響 は前 者 に よ り強 く表 れ る(し か も、初 級 学 習 者 にお い て よ り強
い)、 との 予 測 が 成 り立 つ。
2,実 験
2.1実 験 の 概 要
実験 は2003年8月 か ら9月 に わ た っ て 、 来 日 して い る 韓 国 人NNS30人 を 調 査 協 力 者
と し、早 稲 田大 学 大 学 院 の共 同研 究 室 で、3種 類 の テ ス ト(認 識調 査 ・聞 き取 りテ ス ト1、
聞 き取 りテ ス ト2〉 を行 っ た。
まず 、 促 音 を含 む/含 ま ない で 共 に有 意 味 語 とな る 日本 語 の 単 語10対 を選 び 、 表1の
順 で 「認 識 調 査 」 と 「聞 き取 りテ ス ト」 の 原 稿 を作 成 す る 。 さ ら に 、 聞 き取 りテ ス トの
テ ー プ録 音(音 声 資 料)と ア ンケ ー ト川紙 を作 成 した 後 、 認 識 調 査 、 聞 き取 リテ ス ト1、
「lllき取 りテ ス ト2の 順 で 、 弾 国 人初 級 学 習 者(KoreanLQw-Leve】Leamer、 以 下KLLと
日1徐氾〉15人 、 韓 「1人.と級 学 習 者(KoreanHigh-LevelLeamer、 以一ドKHLと 日茜記)15人
に3つ の実 験 を行 っ た.
2.2仮 説
どの 外 国語 で も、 初 級 の 学 習 者 は 上 級 者 よ りも よ り多 く
"頭 の 中 で叩 母 語 を用 い て い
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す な わ ち、 再 生 時 の 両 者 の 反 応(平 音 ・激音 ・濃 音 〉 の 分 布 は 異 な り、 初 級 者 は 平 音 ・
激 音 ・濃 音 に広 くば らつ いて 反 応 す る の に対 して 、上 級 者 は濃 音 に集 中 す る 傾 向 が み られ
るで あ ろ う。
【仮説2】 促音の知覚
初級者では促音の誤用(脱 落と挿人〉がより多く生 じ、また、母語(ハ ングル)
表記 と日本語(平 がな)表 記 とでより大 きな相違がみられる。
2.3調 査 協 力 者
来 日中 の 韓 国 人NNS、 初 級(KLL)15名 、 上 級(KHL)15名 。 初 級 は い ず れ も 円本
語 学 校 生 で 、 日 本 語 学 習 歴1～9ヶ 月(平 均5.2ヶ 月、 男 女 比7:8)。 上 級 は 大 学 院 生
〔目本語 能力 試験1級 合格 者 、 日本 語 学 習 歴2年 一一12年6ヶ 月1平 均6年 弱 、男 女 比1:
14)。
テ ス ト材 料 の テ ー プ吹 込 み は、 女 性 の 日本 語 母 語 話者 、30代 の 東 京 出 身 の大 学 院 生 で
あ る。
2.4方 法
2,4,1音 声 資料(テ ス ト材 料 〉 の 作 成
ア クセ ン ト型 が ・平 板 型 また は頭 高型 で ・ 後続 子 音 が/p〃t//k/と な る 促 音語 と非 促音
語 の ミニマ ル ・ペ ア10対 を選 び 、 この20単 語(表1参 照 〉 を、 上 記(2,3〉 の 円木語 母
語 話者 が1同 ず つ 読 ん で録 音 す る 。 単語 と単 語 の間 は 、聞 き取 った 結 果 を書 くた め に3秒
お く。 録 音 は(SONYTCM-5000EV)録 音 機 を使 用 した。
【表1】 促音 の知覚 を調べ るテス トの 使用単語
1 じかん 6 か っ て 11じ っ か ん 16 かて
2
争 キ
ー つ さ 7 お と 12こ き 17 お っ と
3 か こ 8 い っ ち 13か っ こ 18 い ち
4 りっ か 9 い て 141り か 19 い って
5 ス パ イ 10 きっ て L5す っ ぱ い 20 きて
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2,4,2テ ス トの実 施 方 法
(1〉 認 識 調 査:前 記 の20単 語 を並 べ た 資料 を配 布 し、 ハ ング ルで 書 か せ る。
(2〉 聞 き取 りテス ト1:録 音 テ ー プ を 聞 い て 、聞 き取 った 音 を 回答 用 紙 にハ ン グ ルで ・書
く。
(3)聞 き耳えりテ ス ト2:(2)に 同 じ。 平 が なで 書 くD
い ず れ も、 一 回 に1～5人 の 被験 者 に個 別 で 、 聞 き取 りは騒 音 の 少 ない 場 を 選 ぶ 。 な
お 、;つ の訓 査 は、 時 問 的 に この順 に 連 続 して行 われ た 。 所 要 時 問 は 、約45分 で あ る 。
3.結 果
3.1認 識 調 査 の 結 果
〈図 工〉初級学 資者
匡コ⇒[璽][藝]⇒ 巨巫 亙 】
〈図1〉 の よ うに 、KLLの 場 合 、 後 続 子 音 、 二 音 節 語 ・三 音 節 語 の 節 二音 節 の 子 音 を韓
国 諸 の 激 音 と濃 音 で 代 用 して い る が 、 平 音 で 認 識 して い る 学 習 者 も2人 見 られ た(表2、
表3参 照)。KLLは 促 音/Q/の 部 分 を較 国語 の/ノ ・/で 代川 す る傾 向が 最 も多 く(150中
112)、 他 に、/-1/、/[〆 、/入/、/巳/で 代 用 す る学 習 者 も見 られ た。
認 識 調査 で は 促 音 の 挿 入 と脱 落 の 誤 用 は殆 ど生 じな か っ た が 、1人 の 学 習 者 が 「きて」
で 促 音 の 捧 入(→ 「きって 」)が あ っ た。
〈図2〉 上級学習者
区]⇒E亙 ヨEヨ ⇒國
〈図2>の よ う に、KHLの 場 合 、 後 続 子 音 、 二 音 節 語 ・二 音 節 語 の 第 二 音 節 の 子 音 は
韓 国語 の 激 音 と濃 音で 代 用 して い た が 、 平音 で 代1「】した 学 習 者 も2人 見 られ た 。KHLの
場 合 も促 音/Q/の 部 分 を 韓 国 語 の/.人/で 代 用 す る傾 向 が 強 く(150中112〉 、 そ の 他
/r/、/〔/で 代 川 す る 学 習 者 が 見 られ た。 ま た 、KHLで は 促音 の 挿 入 ・脱 落 の 誤 用 は
生 じなか った 。
KLLの 場 合 は 促音 語 の 後続 子 音 を 平 音 で 認 識 して い る の に対 し、KHLの 場 合 は非 促音
語 の 第二 音 節 を平音 で 代用 した 学 習 者 が2人 い た。
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上級学習者KHL(15名) (}1〔)%〕 21114%1 129186%別=150
【表31非 促音語の 障ε識調査」(ハ ングル表記)
被験者 平音 激一音 濃青 総反応数
初 辛及ビjた習者KLL(15名) αo%! 9α61%〕 諏36%1
上級学習'者KHL(15名) 2〔1%) 62(41%〉 8〔シ15S%〕
15名x10
=150
(図3〉 と 〈図4>か ら分 か る よ う に、KLLの 場 合 、 促 音 語 の 後 続 子 音 、 二 音 節 語 ・』
音節 語 の 第二 音節 の 子 音 の 部 分 を 代 用 して い る 音 は 激 音 と濃 音 に ほ ぼ 二 分 され て い る
(49%と50%)。 こ れ に対 して、KHLで ぱ、 激 音1496、 濃 音86%と 、 濃 音 で 代1Uす る 傾
向が 強 く見 られ た 。
韓 国 語 の/ノ ・/は/t/で 実 現 され 、 後 ろの 子 音 を濃 音 化 させ る 性 質 が 強 い が 、KLLの
場 合 は 激音・が 目標 言 語 の 発音 に近 い と認 識 しが ち で あ る の に対 して、KHLの 場 合 は 濃 音
が 目標 言 語 に近 い ・音と認 識 して い る こ とが 分 か る 。
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KLLの 場 合 、激 音 で 認識 して い る学 習 者 が50%を 越 え る(15回 中8回 以 上 激音 とす る〉
の は非 促音 語1〔)、促 音 語 で6つ あ る。 第2音 節 を濃 音 で 認 識 した.単語 は4つ で 、 全 て 促
音 語 で あ っ た。
KHLの 場 合 、 「ス パ イ」 と 「い て 」 の 非 促 音 語 を激 音 で 認 識 して い る 以 外 は 、 促音 語
86%、 非 促音 語58%で 、促 音 語 ・非 促 音 語 の 区 別 な く、 濃 音 で 認 識 して い る学 習 者 が 多
か った,
以上 の結 果 か ら、KLLは 日本 語 を母 語 の 激 音 で 、KHLは 濃音 で 、認 識 しが ちで あ る と
い え よ う。
4.聞 き取 りテ ス ト






1、足音 語/総 反 応 数=150) 5 45 1DO / 18
非促音語(総 反応数=15(D 7 胆 89 38 /
【表 ・1】にみ ら れ る よ う に、KLLは 、 後 続 子 音 、 二 音 節 語 ・三 音 節 語 の 第 二 盲節 の 子 音
は激 音 また は濃 音 で 代 用 して い るが 、平 音 で 聞 き取 る場 合 ものべ12あ る 。
20の 単 語 の う ち、 学 習 者 の 半 数 以 上 が濃 音 で 聞 き取 っ た 単 語 は18、 半 数 以.ヒが 激音 で
聞 き取 った 単 語 は2つ で あ る。特 に、 「ス パ イ」 とい う単 語 を激 音 で 聞 き取 る傾 向 が 強 く
見 られ た の は、 外 来 語 をほ ぼ激 音 で表 記 す る韓 国 語 の特 性 の 影響 か と思 わ れ る。
促 音 挿 入 の 誤 用 が 生 じた.忌li、語 は10の う ち9つ もあ る。 誤 用 が 著 しか っ た の は、 後続
子 音 が/k/ま た は/t/と な る4つ 、 そ の う ち、3つ は ア クセ ン ト型 が 頭 高 で あ る。 皆 川
(1996)で は、 ア クセ ン ト型 が 頭 高 で 、 後続 子 音/k//t/で あ る場 合、 非 促 音 の 判 断 が 難 し
い と報 告 して い るが 、 そ の結 果 と一 致 して い る。 しか し、 後 続子 音 が/t/の 場 合 、 誤 用 が
生 じた単 語 は4つ で あ ったが 、本 調 査 で 扱 った の は 平板 型 の単 語 も含 まれ て い る。
【表4】 にみ ら れ る よ う に、10の 促 音 語 の うち7つ に 促音 脱 落 の 誤 用 が 生 じて い る 。 中
で も、15人 巾6人(40%)と 脱 落 の 誤 用 が 著 しか っ た単 語 は 「じっ か ん 」 で あ り、 こ れ
は 音声 的 な原 因 で は な く、初 級 の 段 階 で よ く耳 に す る 「じか ん(時 間)」 に影 響 さ れ た な
ど、語 彙 的 な原 囚が 働 い た の で は な いか と思 わ れ る 。
また 、後 続 子 音 、 二 音節 語 ・三 音 節 語 の第 二 音 節 の子 音 を平 音 で 聞 き取 った 学 習 者 が増
加(10人)し た の は 、 日本 語 に は 濃 音 ま た は激 音 が な い と知 覚 した 学 習 者 が ↓曽え た か ら
で は な い か と思 われ る。
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【表5】..!級 学習者





(総反応数=150) 1/18 132 / 5
〔稔反応数=150) i/141 109 4 /
【表51に み る よ うに 、KHLは 後 続 子 音 、 二 膏 節 語 ・三音 節 語 の 第二 音 節 の 子 音 をす べ
て激 音 また は 濃 音 で 聞 き取 って お り、 平 音 で 表記 した 学 習 者 は い な か っ た。
KHLの 場 合 、KLLよ り濃 音 で 聞 き取 る 傾 向 が 強 くみ ら れ 、学 習 者 の50%以 上 が 濃
音 で 聞 き取 った.単語 は20の うち19で あ る。 「お と」「き って」 「す っぱ い」「お っ と」「い っ
て 」 は、15人 中14人(93.3%)が 濃 音 で 聞 き取 っ て い た 。 半 数 以上 が 激 音 で 聞 き取 っ た 単
語 は 、前 述 の よ うに 外 来語 の 影 響 を受 け て い る と思 わ れ る 「ス パ イ」 の み で あ る。
促 音 挿 入 の 誤 用 が 生 じた単 語 は 僅 か に2つ 、 い ず れ も、 後続 子 音 は/k/で あ る。 促 音
脱 落 の 誤 用 が 生 じた 単 語 は10の う ち3つ 、 第 二 音 節 の 子 音 が/k/の 場 合1つ 、/t/の 場
合2つ で あ る。
促 音 挿 入 の 誤 用 の 多 か った(と い って も15人 中3人 、2〔}%)単 語 は 「こ き」・脱 落 の誤
用 がII立 った(IIIJじ く15人 中3人 、20%)単 語 は 「お っ と」 で あ る。





認識調査 聞 き取 り1 認識調査 聞 き取 り1 認識調査 聞 き取 り1.単語
一一一目
、一目一
KLL KHL KLL KHLI lKII KIIL KLL KHL KLL KHL KLL KHL
目儲師一 5 173 21 45 18 75 129 lOO 132
!非鵬 副 2 7 97 59 54 41訓 86 89 lo9
【表6】 は認 識 調 査 と聞 き取 りテ ス ト1の 結 果 を比 較 した もの だが 、KLLの 場 合 は 認識
調 査 よ り聞 き取 る際 に平 音 で 聞 き取 った 学 習者 が 増 え(2→12)、KHLの 場 合 は そ もそ も
平音 で 代 用 した単 語 は少 なか っ た もの の 〔2→0)、 聞 き取 る際 に も平 音 で 聞 き取 っ た 学 習
者 はい なか っ た。
KLL・KHL両 方 と も認 識調 査 の 際 よ り、 聞 き取 リテ ス トの際 に激 音 で 聞 き取 っ た単 語
総 数 は減 少 して(KLL:170→99、KHLl80→59)、 代 わ りに、i農音 で 聞 き取 っ た数 は増
えた(KLL:129→189、KHL:215→241〉 こ とが 分 か っ た。
以 上 の 結呆 か ら、表 記 で は 激音 の 選択 が 多か っ た が 、音 声 を聞 くと濃 音 で 聞 き取 る 人 が
増 え る こ とが 分 か った 。 これ は、 全 ・尾 崎(1999)21の 、 韓 田 人 の耳 に は 日本 語 の 促音 は
濃 音 の よ うに 聞 こえ る とい う指摘 と一 致 して い る。
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【表7】 は 、 聞 き取 りテ ス ト1で 使 用 した の と 同 じ音 声 資 料 を聞 か せ て 、 日本語(平 が
な)で 書 か せ た 結 果 で あ る。 全 体 で 誤 用 が 生 じた単 語 の 数 は の べ23、 促 音 挿 入 の誤 用 は
単 語10の う ち9、 脱 落 の誤 用 は10の うち8、 そ の 他 の誤 用(例 え ば 「か こ」 を 「か こ う」
と表 記 した 長音 化 、「か て」 を 「が て 」 と表 記 した清 濁 の混 同 、 「りか」 を 「にか 」 と表 記
した 発音 の 聞 き問違 い な ど)が6で あ る。
挿 入 の 誤 用 が 著 しか っ た単 語 は 「か て 」 で ユ5人 中9人(60%〉 が 間違 っ て お り、脱 落




















【表81か ら分 か る よ う に、KHLの 場 合 、正 答 は15人 中13～15(86%～1(X)%)と 非
常 に高 く・ 全 体 で 誤 用 が生 じた 単 語 の 数 は20の う ち7、 促 音 挿 入 の 誤 用 は5、 脱 落の 誤 用
は1、 長 音 化 が2で あ る。 挿 入 の 誤 用 は最 多 で も2人 〔「こ き」)、脱 落 の 誤 用 は 「じっか
ん 」 の1人 の み で あ る 。
以 上 の よ う にKLL・KHL共 に 、す な わ ち、 学 習 期 問 の長 短 に かか わ らず 、 傾 向 と して 、
促 音 で は 脱 落 の 誤 用 よ りも挿 入 の 誤 用 の 方 が 多 い こ とが 示 さ れた 。 また 、KLLとKHLと
で は誤 用 の 数 に 差 が あ るが 、後 続 子 音 が/k//t/の 場 合 、 挿 入 の 誤 用が 多 か っ た。
KLLの 場 合 ・ 後 続 子 音 が/t∫/の と き、 脱 落 の 誤 用 が 聞 き取 りテ ス ト ユで15人 中2人 、
聞 き取 りテ ス ト2で15人 中7人 の よ う にIl立 つ 。 この 点 に 関 して は、 戸 田(2QO3)の 閉
鎖 音 で あ る[p,t,k]よ りも摩 擦 音で あ る[s]の 習 得 に時 間 が 要 求 され る とい う指 摘 と閃 係
が あ る の で は な い か と思 わ れ る 。 今 後 の 課 題 と して興 味 深 い 点 で あ る ・
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4.3テ ス ト別 の 比較
1表9】 初級者 と、L級者の聞 き取 りテス ト1と2の 誤用の比較
初級学習者(KLL) 上級学習者(KHL〉
単語
1回 日(韓 国語) 2回 日(日 本語) 1回 目(韓 国語) 2回 目(日 本語)
誤用数
促音語 18 24 5 1
非促音語 38 42 4 5
促音語 7 8 3 1
誤用単語故
非促音語 9 9 2 一
*反 応総数は、促音語 ・非促音 語それぞれ150(15人XlO)
*単 語数 は、促音語 ・非促音語それぞれ10
【表91は 、 聞 き取 リテ ス ト1と2を 比 較 した もの だ が 、 同 じ発音 を 聞 い て 聞 き取 っ た
音 を韓 国語 で 書 く時 と 日木語 で 書 く時 の 結 果 が 異 なっ て い る 。
KLLの 場 合 、 誤 用 単 語 の 数 に は殆 ど差 は 見 られ な い が 、 促音 の 挿 入 ・脱 落 の 両 方 と も、
1回 目のハ ン グ ル表 記 の 時 よ り2回Iiの 平 が な表記 の方 が 誤 用 数 が 増 え て い る。
KHLの 場 合 は、(少 差 で は あ る が)誤 用 が 増 え た の は 非 促 音 語 の(促 音 の挿 入 の 誤 用 〉




聞 き取 り1 聞 き取 り2
KHL軌緬 「
聞き取り2
ユ じかん1じ っ かん 116 Dl3 一 Dl1
2 こ き1こ っ き 4:2 6=3 3:0 2:0
3 か こ;か っ こ 711 5:2 (〕:1 1:0
4 りか;り っ か 5=O 6=3 111 一
5 スパ イ=す っ ぱい 013 1;o 一 1;0
6 か て:か っ て 411 9:3 一 一
7 お と=お っ と 3=3 2=2 0:3 一
8 い ち1い っ ち 3=2 317 一 一
9 い て1い っ て 510 4=O 『 110
10 き て=き っ て 6=0 6=1 一 一
合計 38:18 42124 415 5コ
【表10】 はKLLとKHLの 促 音 語 と非 促 音 語 の 誤 用 を比 較 し た もの で あ る 。KLLの 場
合 、 聞 き取 った 音 を母 語 で書 く時 も 日本 語 で 書 く時 も、 非 促音 語 の誤 川 が 多 く見 られ た 。
KHLの 場 合 、 聞 き取 った 音 を母 語 で 書 い た聞 き取 りテ ス ト1の 場 合 、 促 音 語 も非 促 音
語 もほ ぼ 等 しい が 、 目ホ 謡 で 書 い た 聞 き取 りテ ス ト2で は非 促 音 語 の 誤 用 の 方 が 少 し多
か っ た。 つ ま り、聞 き取 りテス ト1で は 促 音 語 の 誤 用 が1つ 多 い が 、 聞 き取 りテ ス ト2で
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は非 促 音 の 誤 用 が4つ 多 か った 。
以 上 の 結 果 か ら、KLL・KHL共 に、 促 音 語 よ1,非 促 音 語 の知 覚 に よ り大 きな 困 難 を感
じて い る よ うに思 わ れ る。
5.考 察
5,1認 識調 査
認 識 調 査 は、 日本 語 の促 音 語 と非 促 音 語 を提 示 した あ と、 回答 用 紙 に ハ ング ル で書 かせ
る こ とで 、 後 続 子 音 、 二音 節 語 ・三 音 節 語 の 第二 音 節 の子 音 を韓 国 語 の どの音 で 代用 して
い るか を調 べ る もの で あ る。
そ の 結 呆 、 初 級 ・上 級学 習 者 が い ず れ も韓 国 語 の 激音 ・濃 音 で 代 用 して い る こ とが 示 さ
れ た ・ しか し、 平 音 で 代用 す る学 習 者 は 少 な く、KLL2人 の みで あ る。
KLLの 場 合 、 促 音 語 ・非 促 音 語 に関 係 な く激 音 、 また は 濃 音 で 代 用 して い る が 、KHL
は 、 促 音 語 の 場 合 は 殆 ど濃 音 で 代 用 して い る。
日本 語 を学 習 した 時 問が 短 いKLLの 場 合 、激 音 が 目標 言 語 に 近 い と認 識 して い るの に
対 して 、KHLの 場 合 は 濃音 が 目標 言語 に 近 い と認識 して い るの だ と思 わ れ る。
そ の 他 、KLL・KHL共 に 日本 語 の 促音/Q/を 韓 国語 の/ノ ・/で 代 用 す る傾 向 が 強 か っ
た 。
5.2聞 き取 りテ ス ト1
聞 き取 りテ ス ト1で は 、 日本 語 母 語 話 者 の発 音 を聞 か せ て そ れ をハ ング ル で 書 き取 ら
せ る 方 法 を使 っ て 、 後続 子 音 、 二 音節 語 ・三音 節 語 の 第二 音 節 の 子音 を韓 国語 の どの 音 で
代 用 して い る の か を調 べ た 。
そ の結 果,KLLの 場 含 、認 識 調 査 で は 激 音 と濃音 の 代rllに 二 分 さオして い た20の 単 語 に
つ い て 、 濃 音 で 代 用 す る学 習 者 の 数 が 増 え て い た。KHLの 場 合 、そ もそ も濃 音 で 代 用 す
る 傾 向 が 多 か っ た が 、15の.単 語 にお い て は濃 音 で代 用 す る学 習 者 の 数 が増 加 し、2つ の 単
話 に お い て は 激音 で 代用 す る 学 習 者 の 数が 増 加 した ・ なお 、3つ は同 じ数 値 を示 した 。
特 に20単 語 の 中 で 「ス パ イ」 に 関 して は 、KLL・KHL共 に激 音 で 代川 す る傾 向が 見 ら
れ た が 、 こ れ は 「spy」 を 「ム 叫 。1」の よ うに激 音 で 表 記 ・発音 す る韓 図 語 の 外 来 語 表 記
方 法 の 影響 か と思 わ れ る。
以 上 の 結 呆 か ら、KLL・KHL共 に 促 音 を表 記 す る際 は 激 音 の 選 択 が 多 か っ た が 、 聞 く
場 合 は 濃 音 で 聞 き取 る 人が 増 え た の が 分 か る。
次 に 、促 音 の 挿 入 と脱落 に 関 して は 、KLLの 場 合 、挿 入 の 誤 用 が 著 しか っ た単 語 は 「か
こ」 と 「きて 」 で あ り、脱 落 の誤 用が 多か っ たの は 「じっか ん 」 で あ っ た。 この よ う な誤
用 の 傾 向 は 、初 級 の 学 習段 階 で よ く耳 にす る 「きっ て 」 「じか ん 」 な どの 単 語 に 影 響 され
た もの と思 わ れ る 。 従 って 、 音声 的 な 要 囚 だ け で は な く、 語 彙 的 な 要 囚 も学 習 者 の聞 き取
りに 影響 を与 え る と言 え よ うg
5,3認 識 調 査 と聞 き取 りテ ス ト
KLL・KHLと も促 音 語 ・非 促 音 語 の 閃 係 な く、認 識 調 査(読 み 取 り)の 際 よ り も聞 き
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取 りテス トo)際に激音で聞き取る学習者の人数が減少 して、濃音で聞き取る人数が増えて
いる(表6)。 すなわち、単語(平 がな文字)を 見て表記する際には激音の選択も多かっ
たが、同 じ単語を音声で聞くと濃音で聞き取る人が増えるのである・特に促音語の場合、
濃音で聞き取る傾向が著 しく見られた。
金 ・尾崎(1999〉 は、韓国人の耳には日本語の促音は濃音のように聞こえると指摘 して
いる。また、戸田(2003)で は、日本語学習者が特殊拍を習得する時に困難を感じる理由
の一つとして、母語 と日本語の音損構造の相違を指摘 している。戸田(2001)で は、韓国
人NNSは 母語f渉 による有声音化現象を避けるために有声音化 しない激音や濃音で語中
の無声破裂音を代用するが、日本人の聴覚印象には、呼気が強いと厳しい口調に聞こえた
り、喉頭緊張を伴 うと促音が挿入されたように知覚された りして誤解を招 く恐れがあると
している・逆にいえば、これは、韓国語の濃音は 日本語の促音に近似 しているともいえ
る・ したがって、濃音を促音の近似音 として音声指導に利用できることになる、,しか し、
さらに、濃 音と促音 と微妙な差異を実践指導することによって、音の臨界期を過 ぎた成人
NNSへ のステップアップ指導(韓 国人NNSへ の正 しい促音の指導、あるいは、日本人の
韓国語学習者への濃音の指導)に 活用することも可能となろう。
5.4聞 き取 リテ ス ト2
聞 き取 りテ ス ト2は テ ス ト1と 同設 定 だが 、 回答 を 日木 語(平 が な)で して お り、 聞 き
取 りテ ス ト1の 結 果 と比 較 で きる(表9、 表10)。
結 果 と して 、KLLの 場 合 、 誤 川 の 単 語 数 は ほ ぼ等 しい が 、 促 音 の 挿 入 ・脱 落 の 両 方 と
も、 テ ス ト1よ1)、 テ ス ト2で 誤 用 数 が 増 え た のが 分 か った ・
KHLの 場 合 、 誤用 の単 語 数 が(少 数 で は あ るが)増 えた の は促 音 の挿 入 の 誤 用 で あ っ
たが 、脱 落 の誤 用 に関 して は テ ス ト1に 比 べ 、単 語 数 も少 な くな っ た の が 分 か っ た 。
以上 の結 果 か ら、 母 語 背景 が 同 じで も、 学 習 の レベ ル に よっ て 知 覚す る 方 法が 違 うの で
は ない か と思 われ る。
ま た 、KLL・KHL両 方 と も、 促 音 語 よ り非 促 音 読 の 場 合 に 、 そ し て 後 続 子 音 が
/t〃k/で あ る場 合 に 、 知 覚 に 困難 を感 じて い る こ とが 確 認 で きた 。
6,結 論
韓 国 人 日本 語 学 習者 の特 殊 拍 の 知 覚 と生 成 に現 わ れ る 問題 点 は 、 以 前 か ら戸 田(2QOl、
2003)、 関(1987、1993、2000)、 金(2002)、 前川 ・助 川(1995)ら に よ って 指摘 され て
き た。 本 研 究 で は、 特 殊 拍 の 中 で も誤 用 が 多 発 す る、 日本 語 の 特 殊 音 素 の促 音 の 知 覚 に








す な わ ち 、再 生 時 の 両 者 の 反 応(平 音 ・激 音 ・濃 音)の 分布 は 異 な り、初 級 者 は平 音 ・
激 音 ・濃 音 に広 くば らつ い て反 応 す るの に対 して 、.ヒ級 者 は濃 音 に集 中す る傾 向 が み られ
るで あ ろ う、)
言飾歳調 査 で は 、 日オζ語o)促 音蓋告と非f足音言吾を平 力iな1文字 で主是示 して 母 藁音(ハ ング ル)で
書 か せ た 場 合 、 促 音 の 有無 に閃 して は学 習 の 度 合 に か か わ らず 認 識 して は い る が 、 そ の 代
用 の 実 態 は 異 な る で あ ろ うと予 測 した 。
結 果 は 、 平音 に よ る 代 用 は 上 級 者 で は ゼ ロ、 初 級 者 で も少 な か っ た が 、初 級 者 は 上 級
者 よ り も代 用 の 内 容 が ば らつ い て 激 音 と濃 音 に ほ ぼ 等 分 され た 。す な わ ち 、KLLの 場 合 、
日木 語 の 文 字 をみ て判 断す る際 に、 あ い まい さが 多 く、韓 国語 の 激 音 ・濃 音 で 代 用 して い
る の に 対 し、KHLは 、 あ い まい さが よ り少 な く、濃 音に 集 中 して い る こ とが示 され た。
促 音 語 の 場 合 は 、KLL・KHL共 に後 続 子 音 の 部 分 を濃 音で 、非 促 音 語 の 場 合 は 激 音 で 、
そ れ ぞ れ 認 識 して い る こ とが 明 らか に され た。 特 にKHLで は 、 目木 語 の促 音 の 後続 子 音
を、 激 音 で は な く濃音 に近 い音 と認 識 す る 傾 向 を示 して い る。
また 、KLL・KHL共 に 、 日本語 の 促 音/Q/を 韓 国 語 の 〃 ・/で 代 用 す る 学 習 者 が 多 く
み られ た 。
6.2促 音 の 知 覚
2つ の 聞 き取 りテ ス トで は 、 仮 説2の 検 証 を め ざ した。
【仮説2】 促音の知覚
初級者では促音の誤川(脱 落と挿入)が より多く生 じ、また、母語(ハ ングル)
表記 と日本語(平 がな)表 記とでより大きな相違がみられる
す な わ ち 、促 音 ・非 促 音 の 知 覚 に関 す るKLL・KHLの レベ ル差 に よ る特 徴 と誤 用 のf頃
向一 同 じ日本語 を聞 いて 母 語 で 書 き取 る 際 と 日本 話 で 書 き取 る 際 とで 両 群 に差 が 見 られ
る か に つ い て であ る。 そ の 結 果 、 次 の こ とが 明 らか に な った 。
聞 き取 りテ ス ト1(韓 国 語 で書 き取 る)は 、 認 識調 査 に比 べ て濃 音 で 聞 き取 る学 習 者 の
人 数 が増 え た 。特 にKLLの 場 合 、 濃 音 で 代 用 す る学 習 者 の増 加 が 著 しか っ た 、,
KHLの 場 合 、 認 識 調 査 を行 った 際 に既 に濃 音 で 代 用 す る 傾 向 が 強 か っ た が 、 聞 き取 リ
テ ス ト1で もこ の 傾向 は さ らに 強 まっ て い る。
聞 き取 リテ ス ト2(日 本 語 で 書 き取 る 〉 は 、KLLグ)場 合 、聞 き取 りテ ス ト1に 比 べ 、単
語 の 誤 用 の 数 に は大 きい 差 は 見 られ な い が 、 促音 の 挿 入 ・脱落 両方 と も聞 き取 りテ ス ト1
よ り誤 用 の 人 数 が増 えた 。KHLの 場 合、 誤 用 の単 語 の 数 と人数 が 増 え た の は 促 音 の 挿 入
で あ っ た が 、 脱落 に閃 して はL回 目に 比べ 、誤 用の 単 語 の 数 も人 数 も少 な くな っ た こ とが
分 か っ た 。
韓国人 日本語学習者 の 日本請音声 の知覚 に聞す る一考察
以 上 の 結 果 か ら、 同 じ母 語 の 背 景 を持 っ て い て も、 レベ ル に よ っ て 知 覚 す る 方 法 が 違
うの は 、学 習 者 が 持 って い る知 識 、 母 語 干 渉 、 中 問言 語 的 な要 因 が 働 い て い る か らで あ ろ
う。Major(1987)が 、発 達 過 程 の 初 級 段 階 で は 母 語 の 干 渉 が 優 勢 で 、 徐 々 に少 な くな っ
て い くと説 明 してい るが 、こ れ を裏 付 け る もの と考 え られ る・
聞 き取 りテ ス ト1と2に 共 逓 して み ら れ た 誤 用 の 傾 向 は 、 両 群 と も・ 促 音 語 よ り も非
促音 語 の場 合 に 、後 続 子 音 が/t〃k/で あ る場 合 に 、 知覚 に 困 難 を 感 じて い る こ とで あ る。
す な わ ち 、子 音 の種 類 に よっ て 、 ま た 、誤 川 の程 度 が 変 わ る こ とが 示 され た ・
7.今 後 の 課 題
第 二 言 語 の 習 得 に お け る学 習 者の 誤 用 の 原 因 につ い て は 母語 干渉 が 挙 げ られ るが 、実 際
に母 語 で どヴ)ように 代 用 して い るか を検 証 した 研 究 は 数 少 な い 。
母語 干 渉 に は正 の 転 移 と負 の 転 移31の 両 面 が あ る が 、 本 実 験 で 得 られ た母 語 の 代 用 の
傾向 か ら正 の 転 移 に生 か せ る要 素 を探 り出 し 、学 習 者 の 日木 語 の 知 覚 と生 成 に活 吊で きる
指 導 法 を提 案 した い 。 これ は 、 さら に 、 日本 人 の韓 国議 学 習 者 へ の 盲声 指 導 に 資 す る 方法
の提 案 に もつ なが る もの とな ろ う。
これ まで行 われ て きた促音 の知 覚 に 関す る殆 どの 研 究 にお い て 、子 音 環 境 は[p,t,klで
あ っ た。 しか し、本 実 験 の結 果 で は、KLLの 場 合 、 後続 子 音 が[t∫]で あ る 「い ち」 「い っ
ち」 の単 語 で誤 用 が 多 くみ られ た 。今 回 の実 験 で は使 用 した 単 語 の 数 も少 な く・ 全 体 と し
て の特 徴 を明 らか にす る こ とは不 十 分 であ っ たが 、 さ ら に多 くの 子 音 ・母音 そ の 他 の環 境
下 、(た とえ ば 、 後 続 子 音 が[s]、[t∫]で あ る場 合 、龍 後 の 母音 環 境 や 、 ア ク セ ン ト環 境 な
ど)に よ って 、 どの よ うな傾 向 が現 わ れ る か検 討 して い き たい 。
ま た、 本 実 験 の結 果 か ら、「か っ こ」 を 「か こ う」 ヴ)ように 長 音 化 して 知 覚 す る誤 用 の
特 徴 がKLL・KHL共 に現 わ れ た 、,この 結 果 は 、 同 じ特 殊 拍 で あ る長 音 が 促 音 の 知 覚 と生
成 に 閃係 が あ るか と思 わ れ、 長 音が 促 音 の 知 覚 と生 成 に どの よ うな 影響 を与 え るの か ・ ま
た促 音 が 長 音 の 知 覚 と生 成 に与 える 影 響 は どの よ うな もの か な どの検 討 もす す め た い 。
最 後 に、 今 回 の 実 験 で は 、予 備 実 験 の 結 果 を生 か して 、 中 級 を排 除 して 初 級 と上 級 だ
け に 隈 っ て実 験 を 行 っ た.初 級 の場 合 は 母語 の 影 響 が 大 き く、 上 級 に な る ほ ど母 語 の影 響
は 減 少 して 、Il標 言 語 に近 い 発音 を習 得 して い る こ とが 分 か っ たD今 後 は縦 断研 究 を通 じ





エ)日 本 語 は モ ー ラ言 語 で あ り、 韓 岡 語 は 音 節 言 語 で あ るeま た 、 日本 語 の 子 音[m、p、 正)・臥t・
〔1、s、z、k]な ど は.声 帯 の 振 動 の 有 、唾に よっ て 宥声 音 、 無 声音 の 対 立 を成 して い る。 そ れ に対
して 韓 国語 の 子 膏 は 基 木M文 字 と濃 音 の5字 が あ る。r音 、[音 、 目音 、 人音 、 ス者 を そ れ ぞ




























































































2)金 ・尾崎(1999〉 によると、 日本語の 促膏 は韓国人の耳 には硬い音(濃 音)の ように聞こえる.
しか し、促音 は…拍 を維持 しなけれ ばならないのが、濃音 との相達.自1だと述べている・(筆者訓)
3)学 習考 の第一言語 と学習 目標言語 との間には共通 する部分 と非共通の部分 がある。共通す る部
分 は第一言語 からの影響 をうけ学習が促進 され る正の転移を受 ける。反対に非共通の部分の学習
は 、第一言語 からの干渉によ り学習が阻害 される負の転移が生 じる。
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